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	会　長　委員の皆様ご苦労様です。
　　　　現在の出席委員１６人、欠席委員１人であります。

よって、定足数に達しておりますので、只今から、平成２８年第５回農業委員会

を開会いたします。

会　長  会議規則第４条に基づき、会議の議長を務めさせていただきます。
　　　　それでは会議を開きます。

議　長　本日の議事日程につきましては、配布しました会議次第のとおりです。

　　　　直ちに議事に入ります。

議　長　日程第一  議事録署名委員を定めることについてを上程し議題とします。
議事録署名議員は二名とし、議長において指名することにご異議ありませんか。

（異議なしの声）
議　長　ご異議なしと認め、十四番高橋委員、十五番中島委員を指名します。


	議　長　日程第二　議案第１９号　農地法第３条の規定による許可申請についてを上程し、議題といたします。
１番の案件について事務局より説明をお願いします
事務局　今月の３条許可申請は１件です。
【議案書を朗読し、案内図により申請地の説明】

申請の内容につきましては、譲受人の東松山市田木の　　　さんが、経営規模の拡大を図るために、申請地を贈与により取得したいとの申請です。譲受人は、昨年12月に東松山市田木地内の田畑5,332㎡を今回と同じ譲渡人から贈与を受け、耕作しております。

譲受人は滑川町にある父が経営する機械部品製造会社に勤務しており、勤務時間を調整し、約30年前から農業の手伝いをしてきました。父も高齢となり、10年程前からは実家の田んぼ25a、畑85aに、米と、ネギ、大根、白菜などの季節の野菜を作っています。相続が発生すると兄が相続することになります。また、譲渡人には子供がなく、一人暮らしで、農地は貸し付けています。農地を荒廃させないためにも、親戚の譲受人に贈与する申請に至ったようです。

東松山市農業委員会に照会しました農地経営状況は5,332㎡であり、今回の申請地1,227㎡、合計6,559㎡となり、農地法３条の50aの要件を満たします。
　　　  
議　長　事務局の説明が終わりました。

　　　　議席５番入西地区担当委員より補足説明をお願いします。

補足説明　（パワーポイントで申請地の写真をスクリーンに映しての説明）

議席５番  事務局の説明のとおり、親戚ということで譲り受けるということです。今まで放置されたような状態でしたが、　　さんが譲り受ければ、農地を適正に管理できると思います。小委員会でもやむを得ないとの結論になりましたので、皆様のご審議をお願いします。
議　長　議案の説明が終わりましたので、ご質疑等があればお願いします。

（質疑なし）

議　長　日程第三　議案第２０号　農地法第４条の規定による許可申請についてを上程

し、議題とします。
1番の案件について事務局より説明をお願いします。
事務局　今月の農地法4条の許可申請は、1件でございます。

【議案書を朗読し、案内図により申請地の説明】

　　　　申請地は、三清道壇聖天宮と若葉病院の近くです。申請人は、平成27年4月から申請地と隣接の所有地1,654㎡と、その隣接の畑5,539㎡を借りて、合計約７反の畑でブル－ベリーの苗木３年物約900本を栽培しております。ブル－ベリーの苗木から4年が経ち、実をつけるようになって、摘み取り体験をさせる観光農園を計画したようです。観光農園には駐車場とトイレが不可欠であるため、駐車場5台分と簡易トイレ１基を置く申請です。簡易トイレ3.5m×1.0m、駐車場5台分12.5m×5.0mです。また、観光農園は、6月21日から9月15日まで開設しますので、その期間の一時転用申請です。

周辺は農地が連続している農振農用地区域であり、農地区分は１種農地と判断しました。今回の申請は一時転用であり、やむを得ないと考えます。
議　長　事務局の説明が終わりました。

議席１番勝呂地区担当委員より補足説明をお願いします。
補足説明　（パワーポイントで申請地の写真をスクリーンに映しての説明）
議席1番　申請人は、定年する３年くらい前から、ブルーベリーの摘み取りの観光農園を計画してきました。今年から収穫できる見込みとなり、6月21日から営業を始めるため、今回の申請になりました。
小委員会では、やむを得ないとの結論になりましたので、皆様のご審議をお願いします。

議　長　議案の説明が終わりましたので、ご質疑等があればお願いします。

　　　　（質疑なし）

議　長　日程第四　議案第２１号　農地法第５条の規定による許可申請についてを上程し、議題といたします。
　１から５番の案件について、事務局より説明をお願いします。
事務局　今月の農地法第５条の許可申請は、５件でございます。
【議案書を朗読するとともに、案内図により申請地の説明】
1番の譲受人は、　　　　さんの母が所有するマンションの1室を借りて夫婦で住んでおり、戸建ての持ち家を所望しております。　　　さんの実家は毛呂山町中央３丁目であり、父が週に１回通院しており、その送迎等を兄と交互にしております。他にも、自宅での介護も必要であるため、実家から近い申請地を選定したようです。また、２人の勤務地の滑川町大字羽尾と川越市小仙波の中間であり、通勤も現在とあまり変わりません。駐車場も、夫婦で２台分と親などの来客用として４台分確保できます。趣味のガーデニングを楽しむスペースもあります。一団の農地面積が8.5haであり、農地区分は２種農地と判断しました。
２番の譲受人の　　　　さんは、会社で用意した賃貸住宅に夫婦と子供2人の家族4人で住んでいます。子供が小学校高学年になり自分の部屋が欲しくなってきたことと、手狭になってきたことから戸建ての持ち家を所望しております。譲受人の勤務先はホームセンターの入間店の店長で、奥さんの勤務地は鶴ヶ島のホームセンターのパート勤務が決まっているそうです。奥さんの勤務地から近くで、双方とも車通勤が可能な申請地を選定しました。

また、申請地の近くに保育園と小学校と学童保育所があることも選定した理由の一つです。実家は北海道と青森で簡単に行き来ができませんが、職場の仲間が坂戸市に多く、特に懇意にしている人がにっさい花みず木に住んでいることから、当申請地を選定したようです。共働きであり、車が夫婦で２台分と来客用の３台分の駐車場が確保できます。農地区分は１番と同様に２種農地と判断しました。
　　　　３番の譲受人の　　　　さんと　　　さんは、鶴ヶ島市脚折の戸建て住宅を所有し、夫婦と子供１人の家族３人で住んでいでます。敷地面積83.5㎡、建物延床面積67.33㎡、約20坪と狭く、建物は築42年と老朽しています。手狭であり、もっと広い敷地と建物が必要と感じています。現在の住居は売却することが決まっています。農地区分は１番と同様に２種農地と判断しました。
４番の譲受人の　　　　さんは、両親と兄夫婦と兄の子と計6人で、毛呂山町・阿諏訪に住んでいます。独立して戸建ての持ち家を所望しております。独立を機にして交際中の人との結婚を考えております。その交際中の人が入西に住んでおり、近くの申請地を選びました。また、高校時代の友人や職場の仲間が申請地の近隣に多くいることも、申請地を選定した理由です。

譲受人の勤務先は日高市原宿で、通勤距離約11km、車で25分位です。車が２台分と来客用の３台分の駐車場が確保できます。農地区分は１から３番と同様に２種農地と判断しました。
５番の譲受人の　　　　さんと　　さんは、共に警察官で、夫婦と子1人と計3人で、大宮天沼待機宿舎に住んでいます。1歳になる長男がアトピー性気管支喘息であり、空気のきれいな土地で療養したいことと、8月には2人目が誕生予定であり、手狭であり、戸建ての持ち家を所望しております。

　　　　さんの実家は川越市下広谷で、　　　　さんの実家は狭山市入曽で、現在も子供の面倒を母親にみて貰っており、双方の実家から車で30分位で行ける申請地を選定しました。申請地の近くに保育園と小学校があり、子育てと教育環境が整っております。

また、　　　　さんは新座警察署、　　さんは浦和東警察署に勤務しており、バス停まで約150m、東武東上線の坂戸駅から朝霞台駅を経由して、それぞれＪＲ武蔵野線の新座駅、東浦和駅へと通勤が可能です。自家用車が2台分と親及び来客用の計4台分の駐車場が確保できます。

一団の農地面積が5.9haであり、農地区分は２種農地と判断しました。

議　長　事務局の説明が終わりました。

　　　　１番から４番を議席２番入西地区担当委員、５番を議席１７番入西地区担当委員より、補足説明をお願いします。

補足説明　（パワーポイントで申請地の写真をスクリーンに映しての説明）

議席２番　それぞれの申請人の選定理由につきましては、事務局から詳しく説明してもらいました。ここは、新堀集落の中に農地が集団化している場所です。１から３番の面積が上限の５００㎡に近くなっておりますが、進入路が必要なために敷地面積が多くなっています。４番だけは、道路に面しているため敷地面積が３００㎡台に収まっています。

小委員会では、やむを得ないとの結論になりましたので、皆様のご審議をお願いします。
　　　　　   
議席１７番　申請地の手前の２筆が、今年３月に申請されております。事務局の説明のとおりですので、小委員会では、やむを得ないだろうとの結論になりましたので、皆様のご審議をお願いします。
　　
議　長　議案の説明が終わりましたので、ご質疑等があればお願いします。

　　　　（質疑なし）

議　長　日程第五　議案２２号 農用地利用集積計画（案）については、坂戸市農業委員会会議規則第１０条の規定による議事参与の制限に該当します。

　　　　該当する１２番　委員には一時退席をお願いします。

議　長　暫時休憩します。

（　委員退席）

議　長　再開します。
議　長　日程第五　議案２２号 農用地利用集積計画（案）についてを上程し、議題とします。

事務局より説明をお願いします。

事務局　１の更新・新規の状況ですが、更新関係につきましては、５月３１日で終期を迎える農地の利用権設定について、３月１日にその旨を通知しました。内訳は、２９件、筆数１０２筆、面積９４，９２５㎡でございます。

その結果、更新の申出が、１４件、筆数４２筆、面積４０，２５６㎡あり、新規による申出は、９件、４４筆、２９，５８０㎡です。ただし、新規のうち更新しないで新規になった農地の利用権設定が、４件、２１筆、１３，５４７㎡です。

新規設定は期間が、３年、５年、１０年となっており、５年間での設定が一番多くなっております。また、再設定は、３年、５年、７年となっており、こちらも５年での設定が多い状況となっております。

　新規分と再設定分を合わせた平成２８年６月の設定申出分の合計は、件数２３件、筆数８６筆、面積は６９，８３６㎡でございます。地区別の内訳は、勝呂地区の田の設定が多くなっております。

２の利用集積面積でございますが、平成２８年５月１日の利用権設定面積は、１，８３８，５０４．３３㎡でございました。今回、平成２８年５月３１日で設定の期間が終了する面積が９４，９２５㎡でございます。

今回の設定面積が６９，８３６㎡ですので、これらを集計しますと、平成２８年６月１日における設定後の利用集積面積は１，８１３，４１５．３３㎡となり、前回より約３ｈａの減となります。
議　長　事務局の説明が終わりました。
　　　　質疑等がありましたらお願いします。

（質疑なし）
議　長　暫時休憩します。

（　委員着席）

議　長　再開します。
議　長　日程第六 議案第２３号　下限面積（別段の面積）についてを上程し、議題といたします。事務局より説明をお願いします。

事務局　農地法第３条第２項第５号により、農地を取得するための条件として、５０アール以上の農地を耕作すること、いわゆる５反要件が定められておりますが、同条の括弧書きに、農業委員会が下限面積を別に定めることができるように規定されております。

これを受け、平成２２年に改正された農林水産省局長通知では、毎年農業委員会で下限面積の設定または修正の必要性について審議することとされており、この議案を上程するものです。

農地法施行規則第１７条第１項第３号では、農業委員会が定めようとする別段の面積は、その面積未満の農地を耕作している農家の数が、その区域における農家総数の１００分の４０を下回ってはならないと規定しております。　

今年３月に２０１５年の農林業センサスの確定値が公表されているところですが、まだ市町村の個別の数値が公表されていないことから、２０１０年の農林業センサスの数値に基づき、坂戸市内の農業経営体５６８のうち、経営耕地面積が５０アール以下である農業経営体が１００であり、農業経営体全体の１７．６％と、４０％未満であることから、本市における下限面積は従来の５０アールを変更しないと提案するものです。
議　長　事務局の説明が終わりました。

ご質疑等がありましたら、よろしくお願いします。

（質疑なし）
議　長　これよりそれぞれの議案について、審査を行います。全体をとおして何か意見はご
ざいますか。

　　　　（意見なし）

議　長　議案第１９号　農地法第３条の規定による許可申請については、許可と決定いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。
　　　　
（異議なしの声）
議　長　ご異議なしと認めます。

　　　　よって、議案１９号は、許可と決定いたします。
議　長　議案第２０号、農地法第４条の規定による許可申請については、許可相当と決

　　　定いたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（異議なしの声）

議　長　ご異議なしと認めます。

　　　　よって議案第２０号は、許可相当と決定いたします。
議　長　議案第２１号、農地法第５条の規定による許可申請については、許可相当と決定いたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（異議なしの声）

議　長　ご異議なしと認めます。

　　　　よって議案第２１号は、許可相当と決定いたします。
議　長　議案第２２号、農用地利用集積計画（案）については、坂戸市農業委員会会議規則第１０条の規定による議事参与の制限に該当します。

　該当する１２番　委員には、一時退席をお願いします。

議　長　暫時休憩します。

（　委員退席）

議　長　再開します。

議　長　議案第２２号、農用地利用集積計画（案）については、原案のとおり決定いたしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。
（異議なしの声）

議　長　ご異議なしと認めます。

　　　　よって議案第２２号は、原案のとおり決定いたします。

　

議　長　暫時休憩します。

（　委員着席）

議　長　再開します。
議　長　議案第２３号、下限面積（別段の面積）の設定については、原案どおり設定したいと思いますが、これにご異議ありませんか。

　　　　

（異議なしの声）

議　長　ご異議なしと認めます。

　　　　よって、議案第２３号は、原案のとおり設定することに決定いたします。
議　長　日程第七　報告第６号　専決処分の報告についてを事務局から説明をお願いしま

す。

事務局　今月の農地法第３条の３第１項の届出は、４件です。いずれも、届出人が相続により所有権を取得したものです。

今月の農地法第４条第１項第７号の届出は１件です。上吉田の　　さんが、伊豆の山町の自己の農地を駐車場に転用するものです。

今月の農地法第５条第１項第６号の届出は７件です。いずれも、区画整理地内の仮換地についての転用の届出です。
主なものについて説明します。番号１は、片柳区画整理地内の農地で、生産緑地と納税猶予が設定されておりましたが、それぞれ昨年の８月の総会と１０月の総会で、主たる従事者証明と適格者証明について、審議していただき、その後本年３月に株式会社　　　を譲受人とする農地法第５条第１項第６号の届出がされましたが、株式会社　　　が造成工事を行った上で、今回の譲受人　　　　　　株式会社が戸建分譲を行うために、転用の届出をしたものです。

　
議　長　事務局の説明が終わりました。
　　　　ご質問はございますか。

（質問なし）
議　長　特にないようですので、議事については以上で終了いたします。
議　長　次に次第４のその他について、委員の皆様から何かございましたらお願いします。
（特になし）
議　長　事務局の方からから何かございましたらお願いします。
事務局　前回の総会の際に、小沼の特養の関係で２点ほどご質問があった件について、ご説明したいと思います。
　　　　１点目は、森戸地区の特養の利用状況についてですが、担当課に伺ったところ、すでに１２０床満床とのことです。その他に待機が１１０人くらいで、定員数とほぼ同数の待機がいるとのことです。その他の市内２つの特養も満床で、待機がいるとのことです。
　　　　２点目は、施設建設の資金の借入についてですが、原則可能ですが制限があり、新設の社会福祉法人の場合は、土地の購入及び施設建設のための担保権設定については認められておらず、既存の社会福祉法人については、土地の購入のための担保権設定については認められておりますが、運営資金については認められてないとのことです。担保権設定が認められる場合も、社会福祉法人の基本財産に設定する場合は、所管官庁の承認が必要になるとのことです。今回の申請については、福祉医療機構からの借入が９．４億ありますが、公的色彩が強い機関です。その他、東和銀行からの借入もあり、新設の施設に担保権を設定しますが、運営資金のための借入でないため、承認を受けております。
議　長　以上で、平成28年第5回坂戸市農業委員会を閉会させていただきます。
　　　　閉会に当たり、ご挨拶を申し上げます。

（議長あいさつ）
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